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ディア」2012年 2月 28日参照 ） 
[4]実用されなくなった機械類を、操作や運用が可能な状態




























写真 1 鍛冶屋倶楽部の活動の様子 
2012 年 2 月 16 日 







































































































































平成 24 年 3月 5 日発行 
 催しのご案内 
■ 44 回 定例研究会 
1． 日時：平成 24年 3月 30日（金）16:00～19:00 
2． 場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
3． 京滋 FS事業のまとめと今後の活動について 
■京滋フィールドステーション事業 最終報告会 
1． 日時：平成 24年 3月 24 日（土）10:00～17:00 
2． 場所：守山駅前コミュニティーホール 第一ホール 
(JR守山駅西口 「セルバ守山」３階) 
3． 京滋 FS事業 守山･朽木･亀岡各 FS及び海外活動成果の報告 
（FSの活動協力者の方々がコメンテーターとして参加されます。） 
＊以上の催し物への参加御希望の方は、 
京都大学 東南アジア研究所 実践型地域研究推進室  
担当:矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp ）までご連絡ください。 
 
発行：〒606-8501 京都市左京区吉田下阿達町 46 
京都大学東南アジア研究所実践型地域研究推進室 
http://www.cseas.kyoto-u.ac.jp/pas/ 
編集: 矢嶋吉司・荒木一子 
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｢寄合の場｣と月例研究会実施、プロジェクト事務局
によるニューズレターの発行、方法3)筏ながし、す
いたん農園、だるま蕎麦、焼畑、大川活性事業など
のイベントによる地域再生事業の立ち上げと住民参
加による事業の継続的実施、方法4）外国人研究者、
実践家を招いての研究会、意見交換会、である。 
地域再生の事業モデルは、地域によって具体的に
異なる。したがって、各FSの研究員が4年間取り組ん
できたプロセスそのものが地域再生のモデルとなる
だろう。それを京滋FS方式と呼びたい。 
その内容は、①直観の重視：地元で実践者の研究
参加、②視点の転換：研究者の実践参加、③主観と
客観の統合：定期研究会の持続的開催、④新しい文
化の創出：地元住民の参加によるイベントの継続開
催、⑤研究成果の地元還元：ニューズレターの継続
発行とフォーラムなどの協働開催、⑥新発想の注入：
地元以外の人々(外国人を含む)との意見交換、⑦経
験(主観)の主体化：研究員各自がファシリテーター
となり実践型地域研究の方法論的完成、⑧事業モデ
ルの確信的展開、である。現在準備されつつある本
プロジェクトの各FSの研究員の｢論文｣が掲載される
最終報告書に事業モデルの具体例が記載されるが、
参考のために亀岡FSの｢筏ながし地域再生事業｣の事
例をあげておきたい。 
プロジェクト保津川には、保津川の環境美化を目
的として人々が集まった。そこには保津川遊船の若
い船頭さんたちが何人も加わっている。そして保津
川開削400年記念行事で筏ながしの歴史に光があた
り、現在、保津川を生業の糧としている船頭さんた
ちの｢船頭という実践者だけが持ちうる主観の中に潜
む直観｣を動かすことになる。それが契機となり筏な
がしの経験者から具体的な方法の掘り起こし、筏流
しの実験、鍛冶屋での釘などの復元が行われて、ネ
ットワークがひろがった。今では、筏流しによって
形成されていた河川と里山のネットワークを土台に
して、筏流しのイベントを市民参加型の地域再生事
業として成長させるにいたっている。 
以上が、2012年2月28、29日に宇治キャンパスで開
催された生存基盤科学研究ユニットの成果報告会で
発表した私たちの活動の要旨である。私たちの活動
は一区切りつくが今後とも各FSは継続される。 
地元の方々、NPO、自治会、地方行政、大学関係者
などの関係各位の4年間のご協力への感謝とともに、
今後のご支援をあらためてお願い致します。 
 
「在地と都市がつくる循環型社会再生のための
実践型地域研究」の成果報告の要旨 
東南アジア研究所 安藤和雄 
｢地域とは何か｣を分析的に描き出すことを目的と
した一般的な地域研究と実践型地域研究が異なる点
は、あくまで実践を通じて地域を理解し、地域が理
解されることで実践が促進されるという関係が成立
していることにある。実践は問題を克服し何かをつ
くりだすための行為でもある。私たちは京滋FS事業
の課題として地域社会の再生モデル構築を設定した。
｢その土地で暮らしていこう、生きていこうという覚
悟や自覚をもった人々が助け合い、ネットワークを
つくりながら暮らす土地｣が在地であると私たちは考
えた。人々の暮らしの持続性には地域が在地となる
ことが不可欠である。地域に暮らす人、地域にかか
わる人、すべての人に｢在地の自覚｣が芽生え、それ
を具体化していくことこそが生存基盤を整備する条
件となる。日本の農村開発の取組は経済問題やイン
フラ整備を優先するあまり、｢在地の自覚｣の重要性
に気づいてこなかった。過疎問題の背景にはこのこ
とが存在すると私たちは考えている。そして生存基
盤を文化の問題として捉え直し、それを拠り所とし
て地域社会の再生モデル構築に取り組んだ。 
守山市、高島市(朽木)、亀岡市にそれぞれフィー
ルドステーション(FS)を開設し、各FSにおいて2～3
名の研究員が中心となって実践型地域研究を展開し
た。地元のNPO、自治会、地方行政と協働活動を展開
し実践者(亀岡FSでは保津川遊船の船頭2名、朽木で
は農家1名)にも研究員としてプロジェクトに参加し
てもらった。本研究は、研究者には実践の場を、実
践者には研究の場を提供した。組織活動と研究員活
動の両面で積極的に実践と研究の統合化をはかった。
各FSの課題は、守山FSでは、街(まち)と在地(むら)
の具体的な連携による地域住民の自主的活動である
固有文化の掘り起し運動と地方行政との連携(美しい
湖国・もやいネット、美崎自治会大川活用プロジェ
クト、守山市との学術協定締結)、朽木FSでは持続的
な生業システムの実践的検証の萌芽(火野山ひろばに
よる焼畑などによる里山と里地の循環的再生の試験
的展開)、亀岡FSでは、暮らし・コミュニティと環境
と伝統文化の再生による地域おこし(プロジェクト保
津川、京筏組、保津町自治会)を次の方法で実施した。
方法1)実践活動への主体的参加と在地の知恵、在地
の技術の記録と復元の取組、方法2)守山FSにおける
